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１ 事業の概要 

■制度 

 川崎市「KOSUGI iHUG（コスギアイハグ）」地域交流スペース（N-Labo）のシニア向け無料開放デー

は、多世代交流や地域活動の活性化を図るため、気軽に利用できる活動スペースを提供することで、市

内在住の高齢者を含むシニア世代の方々が無料で利用できる事業です。 

 

■利用者資格 

 川崎市在住の６０歳以上の高齢者が概ね半数以上を占める団体 

利用人数は２名～１８名まで 

  

■利用時間 

月曜日及び木曜日の９時３０分から１２時３０分まで 

※年末年始及び施設の休館日を除く 

 

■利用料 

 無料 

 

■利用対象施設 

 「KOSUGI iHUG（コスギアイハグ）」内アウトドアダイニング 2 階 地域交流スペース 
 （住所）神奈川県川崎市中原区小杉町 3 丁目 24-10 

（施設の HPURL）https://www.kosugiihug.jp/ 
 

■施設の利用方法 

電話若しくは、「川崎市簡易版電子申請サービス（LoGo フォーム）」で利用予約の申込みを行います。 

予約は先着順で受け付けます。施設の利用終了後の簡単な清掃、現状復帰は利用者自身が行います。 
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２ 施設の利用予約 

 利用予約は利用月の４か月前の１日から利用日の３営業日前まで、先着順で予約を受け付けます。 

電話か申込みフォームで申込みができます。 

■電話の場合 

０４４－２００－２６２０ までお電話をいただき、氏名、住所等をお伝えいただき、予約を申し込

んでください。 

■申込みフォームの場合 

次の URL、QR コードからお申込みください。 

予約申込みフォーム URL: https://logoform.jp/form/FU 

QR コード 

 
 予約の確定はお電話の場合はお電話で、申込みフォームの場合は電子メールで連絡をいたします。 

 

■抽選・予約の確認と変更・削除 

予約の状況確認・取消は、電話の場合は、０４４－２００－２６２０までお電話でお問い合わせくだ

さい。申込みフォームの場合は、受付完了メールに記載されている URL から行えます。利用日を変更す

る場合には、一旦取消をした後、再度新規申込みをする必要がありますので、ご注意ください。 

 

３ 当日の利用方法と注意事項 

■当日の利用 

利用日当日は受付などの手続きは不要ですので、直接、地域交流スペース（N-Labo）に入室して、ご

利用ください。利用時間は９時３０分から１２時３０分までで、利用時間前の入室はできません。予約

時間内に簡単な清掃を含む、施設の原状回復を行ってください。予約時間を超過しないようにご協力を

お願いします。 

 

■利用にあたっての注意事項 

 利用にあたっては、次の事項を必ず守ってください。なお、注意事項に違反した場合は、次回からの

利用ができないことがありますので、注意事項に従ってください。 

（１）当該施設の「交流室利用細則」に従ってください。 

（２）施設管理者の指示に従ってください。 

（３）大声を出すなど、その他の利用者や近隣の迷惑となるような行為を行わないでください。 

（４）使用した設備、備品等は、利用時間内に原状復帰しください。 

（５）施設の規約に従いキッチンを使用する場合を除き、火気の使用はしないでください。 

（６）酒類を持ち込まないでください。 

（７）ゴミは必ず持ち帰ってください。 

（８）必ず申請した団体が使用してください。 

（９）その他、川崎市の指示した事項に従ってください。 

 

https://logoform.jp/form/FU
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■交流室利用細則（抜粋） 

交流室の管理並びに円滑な運営を目的として、利用細則を次のとおり定める。 

（申込みの解除・利用の停止） 

第８条 利用者が、次の各号に当てはまる場合（利用期間中で発覚した場合も含む）、賃貸人又は管理

運営者は利用者に対して申込みの解除及び利用停止をすることができる。 

一 申請やその他提出物、説明等に虚偽が認められた場合。 

三 天災地変や不測の事故、災害など不可抗力により交流室の利用が不可能となった場合。 

四 本施設の安全義務 管理 運営の事情によりやむを得ない事由が生じた場合 

五 関係官公庁により中止命令が出たもの、各業界内での公正競争、規約等に違反しているもの、また

は法廷、議会にて係争中の問題にかかわる場合。 

六 暴力的行為、違法な行為を行う恐れのある団体もしくはその関係者、または事業内容が不明瞭な団

体が主催、共催、後援もしくは協賛する際に使用する場合。 

七 利用が条例、関係諸法規に違反している、または本施設にかかる法令、規定に反すると認められた

場合。 

八 他の本施設利用者に損害を与えるもの、安全を脅かすもの、光や音、振動など周辺環境を脅かすも

の、またはその恐れがある場合。 

九 本施設の設置目的を逸脱または本施設の品位を損なう恐れがある場合。 

十 反社会的活動を行う団体等との関係を有していることが判明した、あるいは集団的または常習的に

暴力的不法行為を行う恐れがあり、それらの組織の利益になると判断した場合。また暴力や犯罪を肯

定、助長、示唆し社会的秩序を乱すと判断した場合。 

十一 利用目的が特定の個人または団体に対する誹謗、中傷、不当な差別に該当する場合。 

十二 政治活動（選挙運動活動を含む）や宗教活動をするもの又はその恐れがある場合。 

十三 法令違反または不公正な営業等により社会的な信用を失う恐れがある場合。 

十四 本施設内にある店舗の営業を妨げる恐れがある場合。 

十五 賃貸人又は管理運営者が安全性を確認できないものや管理運営上、支障があると認められる場合 

十六 利用者が本細則に定める事項に違反した、または違反する場合。 

十七 その他賃貸人又は管理運営者が不適当であると認められた場合。 

２ 賃貸人又は管理運営者が前項により申込みの解除又は利用停止を場合は、利用申込者または利用者

は、利用目的の達成如何に関わらず、納入済みの利用料金の返還を請求することはできないものとす

る。 

（利用上の注意事項） 

第９条 交流室の利用者は、次の各号を注意しなければならない。 

一 利用責任者（別紙交流室利用申込書により指定する者をいう。以下同じ。）は、利用に伴う一切の

責任を負うものとし、常に善良なる意識と管理者の注意をもって利用すること。また共に利用する者に

対しても本細則を遵守せしめる義務を負うものとする。 

二 交流室内は禁煙とする。 

三 ペットの入室は禁止とする。但し介護・補助犬は除く。 

四 利用責任者は、利用終了後直ちに交流室の清掃、備品などを整理整頓、電気の点検並びに戸締まり

を行い、遅滞なく管理運営者に、交流室の利用と後片付けが完了した旨を報告しなければならない。尚

その際、交流室のドアの鍵も同時に返却すること。 

五 持ち込んだ備品類、ゴミは各自において必ず持ち帰ること。 

六 利用者は、交流室の建物および備品を、故意または過失により損傷あるいは紛失した場合は、その
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修復に要する費用を負担するものとする。 

七 利用者は他の施設利用者および近隣者に迷惑をかけたり、公序良俗に反する行為をしてはならな

い。 

八 利用中、人的、物的事故、トラブルまたは持ち込み品の盗難、破損、紛失が発生した場合、関係者

や来場者の行為であってもすべて利用者が責任を負い、解決を行うこと。その際、賃貸人及び管理運営

者が第三者により責任を追及され、また当該第三者に損害賠償を行ったときは、賃貸人及び管理運営者

は直ちに利用者に対し損害賠償に要した費用の一切を請求することができるものとする。 

九 関係法令、条例等を遵守し、法令等による関係機関の申請、許可または届出が必要な場合は、事前

に手続を行うこと。 

十 来場者の忘れ物の問い合わせは必ず利用者が受け付けること。管理運営者は受付をしないととも

に、交流室利用に関して生じた紛失物等の損害は一切負わないものとする。 

十一 各種利用規定および関係法令に定める事項を遵守すること。 

（利用上の制限） 

第１０条 賃貸人又は管理運営者は利用者に対して、必要に応じて利用について使用条件を付し、又必

要な指示をすることができる。利用者は、利用について指示を受けたときは、直ちにその指示に従わな

ければならない。 

（反社会的勢力の排除） 

第１１条 利用者は賃貸人又は管理運営者に対し、次の各号の事項を確約するものとする。 

一 自らが、暴力団、暴力団関係企業、総会屋若しくはこれらに準ずる者又はその構成員（以下これら

を総称して「反社会的勢力」という。）ではないこと。 

二 自らの役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。）が反社会的勢

力ではないこと。 

三 反社会的勢力に自己の名義を利用させ、本申込申請をするものではないこと。 

四 利用に際して、自ら又は第三者を利用して、次の行為をしないこと。 

  イ 相手方に対する脅迫的な言動又は暴力を用いる行為 

  ロ 偽計又は威力を用いて相手方の業務を妨害し、又は信用を棄損する行為 

２ 利用者について、利用時間内を含む、次の各号のいずれかに該当した場合には、賃貸人又は管理運

営者は何らの催告を要せずして、申込みの解除及び利用停止をすることができる。 

 一 前項第一号又は前項第二号の確約に反する申告をしたことが判明した場合 

 二 前項第三号の確約に反し申込申請をしたことが判明した場合 

 三 前項第四号の確約に反する行為をした場合 

 

■問い合わせ先 

 〒２１０－８５７７ 川崎市川崎区宮本町１番地 

 健康福祉局長寿社会部高齢者在宅サービス課 いきがい係  

  電話 ０４４－２００－２６２０ ＦＡＸ ０４４－２００－３９２６  

Email  40zaitak@city.kawasaki.jp 

mailto:40zaitak@city.kawasaki.jp

